
年間授業計画　新様式

第三商業高等学校　令和４年度（１学年用） 教科　商業科 科目　ビジネスアイデア

教科：商業科　　　科目：ビジネスアイデア　　　 　単位数：　３　単位　　

対象学年組：第　１学年　１　組～　５　組

教科担当者：（１組：鈴木　美恵子）（２組：幕田　一也）（３組：小川　秀和）（４組：木口　幹康）（５組：田中　裕史）

使用教科書：自校作成ワークシート

教科　商業科の目標：

　【知識及び技能】

　【思考力、判断力、表現力等】

　【学びに向かう力、人間性等】

科目　ビジネスアイデアの目標：

【知識及び技能】

提示された課題を解決するために必要なフレー
ムワークを理解しているとともに、関連する技
術を身に付けている。

単元の具体的な指導目標 知 思 態
配当
時数

【思考力、判断力、表現力等】

フレームワークを活用して現状を分析し、目的
や課題を明確にすることができ、改善策をパ
ワーポイントを用いて発表することができる。

2

７
月

人に伝えたいことを、パワーポイントを用いて、視覚
的に伝えることができる。
自分の考えを適切にまとめることができる。

1

3

４
月

1

〇

3

1

1

1

1
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3
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【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇

〇

〇

3

1

1

2

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

・思考ツール

・思考ツール

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

課題を解決するために学んだフレームワーク
を活用して、グループのメンバーと改善策を
提案しようと主体的かつ協働的に取り組む態
度を身に付けている。

〇

〇

〇

〇 〇

・思考ツール

・思考ツール

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

５
月

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

自分の考えをまとめることができ、それを口頭で人に
伝える。

・思考ツール

６
月

自分の考えをまとめることができ、それを口頭で人に
伝える。

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

自分の考えをまとめることができ、それを口頭で人に
伝える。

〇 〇〇

〇 〇

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

〇

思考ツールを用いたアイデア発想ができる。

〇

〇

〇 〇

〇 〇

自分の考えをまとめることができ、それを口頭で人に
伝える。

〇

人に伝えたいことを、パワーポイントを用いて、視覚
的に伝えることができる。
自分の考えを適切にまとめることができる。

〇

・好きなものについて

・好きなものについて

〇

人に伝えたいことを、パワーポイントを用いて、視覚
的に伝えることができる。
自分の考えを適切にまとめることができる。

〇

人に伝えたいことを、パワーポイントを用いて、視覚
的に伝えることができる。
自分の考えを適切にまとめることができる。

・思考ツール

〇

・好きなものについて

・好きなものについての調査研究、
発表

〇

人に伝えたいことを、パワーポイントを用いて、視覚
的に伝えることができる。
自分の考えを適切にまとめることができる。

・好きなものについての調査研究、
発表

・好きなものについての調査研究、
発表

・思考ツール

・好きなものについての調査研究、
発表

・好きなものについて

〇

商業の各分野について体系的・系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付けている。

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を身に付けてい
る。
職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付けている。

〇 〇 〇

指導項目・内容

・思考ツール

〇 〇

【知識・技能】
フレームワークの内容を理解し、アイデアを発想
するための手法や情報を整理するための手法・聞
き手にわかりやすい手法を理解し、正しく活用す
ることができる。
【思考・判断・表現】
提示されたテーマについて、現状を分析し、目的
や課題を明らかにすることで根拠に基づいたビジ
ネスプランを作成し、改善策等を発表することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題を解決するために学んだフレームワークを活
用して、グループのメンバーと改善策を提案しよ
うと主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付け
ている。

〇

評価規準

・好きなものについての調査研究、
発表



グループワークに向けた準備作業
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〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇〇

〇

〇

９
月

グループで共同作業に取り組むことができる。

・発表内容の修正

・発表内容の修正

・発表内容の修正

・グループ課題１

・思考ツール「ブレインストーミン
グ」

グループで共同作業に取り組むことができる。

ＫＪ法に関する知識と技術を身につける。

〇

グループワークに向けた準備作業

・グループ課題１

・思考ツール「ＫＪ法」

〇

ブレインストーミングに関する知識と技術を身につけ
る。

〇

〇

〇 〇

〇

〇

・グループ課題２

・グループ課題２

〇

グループで共同作業に取り組むことができる。

マインドマップに関する知識と技術を身につける。

〇

〇

〇

月

グループで共同作業に取り組むことができる。

最終発表に向けて自発的に活動に取り組むことができ
る。
グループで共同作業に取り組むことができる。

・発表内容の修正

グループで共同作業に取り組むことができる。

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で共有する事柄を個人で調べて発案するこ
とができる。

月

アイデアシートを有効活用するこができる。
アイデアシートを活用し、新しいアイデアを発案する
ことができる。

・グループ課題２
・課題発表

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

最終発表に向けて自発的に活動に取り組むことができ
る。
グループで共同作業に取り組むことができる。

最終発表に向けて自発的に活動に取り組むことができ
る。
グループで共同作業に取り組むことができる。

グループで共同作業に取り組むことができる。

・グループ課題２

・グループ課題２

最終発表に向けて自発的に活動に取り組むことができ
る。
グループで共同作業に取り組むことができる。

最終発表に向けて自発的に活動に取り組むことができ
る。
グループで共同作業に取り組むことができる。

最終発表に向けて自発的に活動に取り組むことができ
る。
グループで共同作業に取り組むことができる。

・学校周辺のイベントについて研究

・学校周辺のイベントについて研究

3

3〇

・発表内容の修正

・発表内容の修正

〇

〇 〇

【知識・技能】
フレームワークの内容を理解し、アイデアを発想
するための手法や情報を整理するための手法・聞
き手にわかりやすい手法を理解し、正しく活用す
ることができる。
【思考・判断・表現】
提示されたテーマについて、現状を分析し、目的
や課題を明らかにすることで根拠に基づいたビジ
ネスプランを作成し、改善策等を発表することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題を解決するために学んだフレームワークを活
用して、グループのメンバーと改善策を提案しよ
うと主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付け
ている。

・思考ツール「マインドマップ」

〇

〇

〇

・思考ツール「アイデアシート」
１０

１１

１２



105

1

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。

１
月

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的に取
り組みことができる。

〇

〇

３
月

2

2

3

1

2

3

3

3

2

3

〇

〇

〇

〇

〇

１年間を通して学習したことを再確認し、丁寧にまと
めることができる。

・１年間のまとめ

〇〇 〇

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。 〇 〇 〇

１年間を通して学習したことを再確認し、丁寧にまと
めることができる。

〇 〇

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。

・課題発表

〇

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。 〇 〇 〇

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。 〇 〇 〇

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。 〇

・課題発表

・課題発表

〇 〇

〇

・課題発表

〇 〇

〇 〇

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。

グループで共同作業に取り組むことができる。
グループ内で自分の役割を果たし、活動に意欲的取り
組むことができる。 〇

・課題発表

２
月

・１年間のまとめ

・課題発表

・課題発表

〇 〇

・課題発表

【知識・技能】
フレームワークの内容を理解し、アイデアを発想
するための手法や情報を整理するための手法・聞
き手にわかりやすい手法を理解し、正しく活用す
ることができる。
【思考・判断・表現】
提示されたテーマについて、現状を分析し、目的
や課題を明らかにすることで根拠に基づいたビジ
ネスプランを作成し、改善策等を発表することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題を解決するために学んだフレームワークを活
用して、グループのメンバーと改善策を提案しよ
うと主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付け
ている。

・課題発表


